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Ⅰ.研究の目的と方法
中国において,1949年に社会主義国家が成立してから
1980年代の住宅制度の改革まで福祉型住宅制度がとられ
てきた.中国の福祉型住宅制度は基本的を羊住宅の公的所
有制,福祉的な住宅分配方式,行政補助型住宅管理体制
より構成されている｡建国初期の公的住宅は主に国民党
政府から接収した公的住宅,資本家,旧官吏等から没収
した住宅及び所有者不明の住宅より成り立っている｡更
に1956年から1963年にかけて都市私有賃貸住宅に対して
の社会主義改造により強制的に借り上げた住宅も公的住
宅の供給源の一つとなっていた｡それ以後から1970年代
末までは新規都市住宅の供給が殆ど公的住宅しかなかっ
た｡そのため建国以前の住宅を除き都市住宅所有形態が
殆ど公的所有となっている｡1980年以降,集合住宅の個
人所有が認められ,住宅所有の形態が多様化しているが,
公的住宅の量が相変わらず圧倒的に多く,全体の82.9%
を占めている(図1参照)｡中国の公的住宅の管理運営シ
ステムが日本と異なり,住宅の管理 ･修繕のすべての業
務が政府の行政機関である房地産'l)管理局により行われ
ているため,この膨大な公的住宅ストックを管理するた
めには多くの管理人員が必要である｡特に住宅管理を科
学的に行うためにそれなりの専門家が不可欠であること
が早くから認識されたようで,1960年代から全国各地で
房産管理専門学校等の教育機構が創設され,房地産管理
の専門職の養成に力が注がれていた｡この房地産管理専
門学校等は文化大革命の時期に一時廃校にされたが,そ
の後復校され,今日まで房地産管理 ･修繕の専門人材,
建築技術者を数多く育成してきている｡房産管理専門学
校のような常設教育機構のほかに,在職者教育のための
(1)
各種の訓練班*2)等の非常設機構も作られており,在職者
の教育にも力をいれ,中国特有の産房地産管理専門職の
育成システムを形成している｡学生の育成においても,
在職者の教育においても房地産管理専門学校が最も重要
な役割を果たしており,中国の住宅管理の専門職の養成
システムにおいて中心的な存在である｡日本において分
譲マンションの管理を専門の管理担当者にまかせてはど
うかといった議論が清澄になっているが,集合住宅の管
理専門職とはどのようなものであり,どのように養成さ
れる必要があるかということが最近重要な研究的課題に
なってきている｡そのような際に管理専門職を系統的に
しかも多人数養成している中国の事例は大変興味あるこ
とである｡しかしながら,中国の住宅管理の専門職の養
成システムがどんな養成機構より構成されているのか,
･.図 1 中国の都市住宅の所有形態
出典 :1985年中国住宅統計資料より作成.
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専門職の養成プログラムがどういうふうに設定されてい
るのか,資格制度がどうであるのか等,専門職の養成実
態があまり明らかにされていないし,文献も少ない｡そI
こで本研究ではそれらの点を現地調査で明らかにしよう
とした｡
本研究では房地産管理専門学校を中心事例に,中国教
育制度における住宅管理の専門職の養成機構の位置づけ,
管理専門職の養成機構の構成,養成カリキュラム,資格
制度,問題点を考察し,更に住宅の所有形態が多様化し
ている現今の状況にあたって専門人材の養成は新たな住
宅事情と管理体制にどう対応していくのかにらいて若干
の検討を加えようとした｡ '
中国では住宅管理に関する研究がまだ始められたばか
りの段階で,既存研究が極めて少ない ｡･国情が日本と異
なり,国や自治体から整理された資料や統計等が得られ
にくいことから,現地のケース･スタディによる資料の
収集とヒアリング調査によるデータの取得をはかる方法
をとった｡1993年7月に上海市,大連市,鞍山市の各関
連部局を対象に,19_94年11月に上海市房地産管理学校を
対象に2回にわたってヒアリング調査を行った｡本研究
はその調査の結果に基づきまとめたものである｡
ⅠⅠ.中国における教育体制と住宅管理専門職の養成機
構の位置づけI
中国の教育体制はこれまで数回の変化があったが,現
在は基本的■に学疲教育;社会人教育の二つの柱より構成
され,初等教育,中等教育,高等教育の三つの段階に分
かれて実施されている｡詳細は図2に示すとおりである｡
図2 中国の教育制度
1.学校教育
初等教育は中学校までの6年間の小学校教育,中等教
育は中学校の3年間と再校の3年間の教育,高等教育は
3年制単科大学または4-5年制の大学の教育となって
いる｡
中等教育は更に普通教育と職業技術教育の二つに分か
れる｡普通教育とは中学校と高校の教育のことで,一般
的に大学に進学するための教育のことを指す｡職業技術
教育とは就職のための専門職業教育のことをいう｡1980
年代入ると,職業技術教育が重視され,職業学校数も生
徒数も速いスピードで増えてきている｡1990年現在,各
種の職業技術学校は9274カ所あり,生徒数は1980年の普
通中等教育を受ける在学生徒の19%から1990年の46%に
上昇した｡学校教育の中での住宅管理専門職の養成機構
は職業技術学校の職業技術労働者学校 (日本の中学校レ
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ベル)と中等専門技術学校 (日本の高校レベル)がある｡
住宅管理の専門人材の養成は主にこの二種類の学校によ
り行われている｡
2.社会人教育
在職教育は在職者の素質を向上させるために,社会人
向けの教育制度であり,社会人教育とも呼ばれている｡
在職教育は中国の教育事業の中に重要な位置を占めてい
る｡改革の発展に伴い,社会人教育はますます重視され
るようになっている｡全体的に教育のレベルがまだ低い
中国においては,社会人教育は中国の実情に合う教育手
段であり,労働者の素質を全面的に高めることを根本的
な目的としているム理論と実務が結びつくことを教育原
則としているため,理論が分かり専門技能をもつ人材を
より速く,より多く養成できるという点が社会人教育の
特徴となっている｡社会人教育は学校教育と同じ初等教
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育,中等教育,高等教育に分かれるが,学校教育と異な
る点が,在職者のこれまでの受けた教育レベルに基づき
必要な教育だけを行うところにある｡
成人初等教育には職工初等学校と農民初等学校,成人
中等教育には,職工中学,農民中学,職工中等専門学校,
農民中等専門学校,職工技術訓練学校,農民技術訓練学
校などがある｡成人高等教育には職工大学,管理幹部学
院,教育学院,通信大学等があげられる｡また,上述の
ほかに,各部門や大企業等が所属の従業員,職員等を対
象に必要に応じて臨時につくった訓練班等がある｡
ⅠⅠ.住宅管理の専門職の養成機構
先に述べたように,中国の教育制度は学校教育と社会
人教育より構成されている｡住宅管理の専門職を養成す
るシステムはそれと同様に二本の柱より構成される (図
3参照)｡一つは技術工業学校,専門学校,専科大学及び
大学専門学科のような正式な学校であり,もう一つは短
期訓練班,職工専門学校,職工大学などのような在職者
向けの教育機構である｡
?
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図3 中国における住宅管理専門職の養成機構
1.学校教育としての専門職の養成機構
a.房地産管理技術工業学校
房地産管理技術工業学校は住宅などの建物を建設 ･修
繕する技術労働者を養成する2年制学校であり,中学校
の卒業生を教育対象とし,通常,技校と略称されている｡
一般に左官,大工,配管,電気,機械,エレベーターの
操縦等の専攻科目が設けられ,卒業生はそれぞれの専攻
分野で技術労働者として建物等の修繕作業等に従事する｡
技校学校の卒業生は3-5年間の就労後,再び教育訓練
(3)
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を受け,中級技術労働者に進級できる｡
b.房地産管理中等専門学校
房地産管理中等専門学校は房地産経営管理人員と建
築 ･修繕下級技術者を養成する教育機構であり,中学校
卒業生と高校卒業生を入学対象とし,通常,中専と略さ
れる｡修業年数は地域によって多少違いが見られるが,
一般には2-4年である.上海房地産専門学校の場合は,
入学生徒の学歴により学制が異なり,中学校卒業生が4
年制,高校卒業生が2年制となっている｡上海,大連,
鞍山市の房地産管理専門学校では,房地産経済 ･管理専
攻と修繕建築専攻との2コースが設置され,前者は房地
産経営管理の分野における中等経営管理人員の養成を目
的としているが,後者は修繕建築工事における中等技術
人員の養成を目的としている｡1学年毎にそれぞれ一つ
の班があり,生徒定員が100人ぐらいである｡現在中国全
体には房産管理専門学校が約30校あって,上海,北京,
天津,大連,鞍山等に分布し,住宅管理等の専門職の養
成の中心となっている｡在職者の教育も担っており,戻
地産管理専門職の養成機構として最も重要な存在である｡
上海,大連,鞍山市ではいずれも房地産管理専門学校
をベースに,房地産技術工業学校や各種の訓練班等の養
成機構がそのうえに設置されている｡
C.専門大学及び大学の専門学科
数年前までは大学レベルでは不動産管理人材を育成す
る･ものまたは専門学科があまり見られなかった｡近年に
なって,不動産開発 ･管理の需要に応じ,都市建設環境
保護学院等の外に一部の大学でも専門学科が設置され,
高級不動産経営 ･管理人材の育成が重視されるようにな
院等があり,不動産専門科目が設置される大学には清華
大学,人民大学,同済大学,上海市都市建設学院等があ
る.上海市町都市建設学院』の管理工程学部と上海市r同
済大学』の環嘩工程学院の測量学部では,それぞれ4年
制の房地産経営 ･管理専門課程が設置されており,房地
産管理,房地産経営,房地産開発,都市土地管理に関す
る高級経済 ･管理人材が養成されている｡
2.社会人教育としての養成機構
a.房地産管理短期訓練班
房地産管理短期訓練班は常設の教育機構ではなく,必
要に応じて臨時に設立された,特別教育機構であり,学
習期間が一般には3-12カ月である｡訓練班は房産管理
局系統の職工を教育対象とし,専門知識を学習させると
ともに進級または資格取得を教育目的としている｡課長
班,房産管理員班,エレベーター操縦士班など,様々な
班がある｡短期訓練班は技術工業学校,専門学校と比べ,
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図4 房地産管理局在職者の専門職の養成システム
学習期間が短くいつでも必要に応じて設立することがで
きるため,修繕 ･管理の人員を養成する上に重要な教育
機関の一つである(図4参照)｡技術工業学校の卒業生は
中 ･高級技術労働者に進級するためにはこのような訓練
班で訓練を受けなければならない｡訓練習得後,かつ試
験に合格すれば中･高級技術労働者になれる｡
大連市沙河口区管理処を例にすると,この管理処では
在職者の素質を向上させるために毎年15%の職工が訓練
班で訓練を受けなければならないと規定し,現在まで,
全管理処1,200の職工のうち98%の人がこのような訓練班
で何らかの訓練をうけてきている｡
b.職工大学
職工大学は各部局,企業等が自力で中級管理人員と中
級技術者を養成する教育機構である｡入学対象は一般的
に同系統の職工である｡入学が認められたのは推薦の場
合と試験に合格した場合で,修業年数は2-3年である｡
全国には房地産管理職工大学が北京,天津などに6校あ
る｡
3.上海市房地産管理局における養成機構
以上学校教育,社会人教育の両面から住宅管理等の専
門職の養成機構について述べてきた｡次に上海市房地産
管理局を事例にして専門職の養成機痛をみてみる｡
上海市房地産管理局において,1990年現在,学校教育,
社会人教育の養成機関は合わせて30箇所あり,教員,職
員751人,各種教育施設の建築面積は31,567m2である.『上
海市房地産管理学校』,『上海市房地産技術工業学校』が
それぞれ-カ所あるほかに,12カ所の検定所があり,ま
た必要に応じて,臨時訓練班をもうけ,対応している｡
a.学校教育としての機構
① 『上海市房地産管理学校』は中国において最も歴史の
ある,規模の大きい房地産専門学校であり,房地産分野
において経済 ･管理人材,修繕建築において技術人材を
上海市房地産管理学校の組織構成
教育研究機構 庶 務 部
学校長事務室
共産党委員会事務
室
教務課
学生課
行政課
財務課
労働組合
青年組織
教育研究室
房地産経済管理研
究 室
修繕建築研究室
基礎教育研究室
管理学院部 (
短大以上の教育
担当)
管理中等専門部
成人中等専門部
(在職者学歴教
育)
教育訓練部 (荏
職者教育)
図5 上海市房地産管理学校の組織構成
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養成してきている｡学校の計画定員は640人,現在約400
人の生徒が在学している｡房地産経済･管理と房屋修繕･
建築の二つの専門コースが設置されている｡1978年から
1993年までの間に2,384名の修繕建築の専門人材が養成さ
れた｡
② r上海市房地産技術工業学校』は建築修繕の技術労働
者を養成する学校である｡学校の計画定員人数は960人,
現在約400人の生徒が在学している｡左官,大工,電気,
配管,塗装,板金,エレベーター等の専門コースが設け
られている｡
b.在職教育としての養成機構
①教育培訓センター (12ヶ所)
教育培訓センターは各区の房地産管理局に設置され
ており,一般管理人員の職能訓練を行っている｡
②技術労働者検定所 (12ヶ所)
検定所は在職修繕技術者の教育訓練機関の一つで,こ
こでは在職修繕技術者が通常半年または1年間教育訓練
を受け,資格試験に合格したものはそれぞれ初級,中級,
高級資格を取得する｡1985年からの5年間で,上海市にお
いて,中級資格を持つ技術人員が2,682人養成された｡
③ F上海市房地産管理局職工中等専門学校』
r上海市房地産管理局職工中等専門学校』の養成目標,
教育計画は 『上海市房地産管理学校』とほぼ同じである｡
ただ,養成対象は在職管理者と在職技術者である｡学校
への入学には試験合格と推薦が必要である｡1978年から
1993年まで,在職教育を受けた人数が1,446名あった｡現
荏,64人の生徒が在学している｡
④他の養成機関
その他の養成機関として 『上海市房産管理局委員会党
校』,『上海市房産管理局幹部学校』がある｡『上海市房産
管理局委員会党校』は上海市房地産管理局在職の党の管
理職を対象に政治理論の学習を通じ,共産党の中堅幹部
を養成し党の政治指導を強化させるのを目的としている｡
『上海市房産管理局幹部学校』は在職者のなかから中･
高級管理人員を養成する学校である｡1985年から1990年
までの5年間に,この二つの学校は70期の訓練を行い,延
べ975人が訓練を受けた｡
1994年4月に ｢上海市房地産管理学校｣,｢上海市房地
産管理局共産党委員会党校｣,｢上海市房地産管理幹部学
校｣の三つの学校が合併され,｢上海市房地産管理幹部学
校｣と改称された｡合併後の ｢上海市房地産管理幹部学
校｣は中等専門課程,3年制大学課程,4年制大学課程,
修士課程の四つの課程を有する規模の大きい学校となっ
ている｡
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秦-1 上海市房地産管理幹部学校の学生構成
学 制 人 数
一般教育 在職者教育
修士課程' 50
4年制大学 50
3年制大学 107
職工3年制大学 100
職工独学3年制大学 650
中等専門学校 400
職工中等専門学校 600
･Y他の大学に養成を委託 している.
4.上海市房地産管理局の人員構成
上海市房屋管理系統職員の構成･をみると,1990年現在,
職員総数は58,574人,管理人員 (幹部)は16,242人であ
り,その中,専門職管理人員は9,223人で,管理人員総数
の56.8%を占めている (農村を除く市街地区域の職員総
数は54,828人,管理人員は14,643人,その中に専門職管
理人員は8,609人)｡専門職管理人員の中で,中等専門学
校の学歴以上を持つ者は6,177人であり,その内,国の計
画によって配属された大学及び中等専門学校の卒業生は
僅か17%で,他の83%は在職教育により養成されている｡
修繕建築職員の人数は35,338人であり,その中に19,583
人が技術労働者である｡19,583人の在職技術労働者の中
に,訓練と審査を経て,技術資格証書を有しているもの
は8,822人である｡これは技術労働者全貞の45%を占め
る｡その階層別の内訳は,初級技術労働者30.6%,中級
技術労働者14.2%,高級技術労働者0.2%である｡一方,
学歴の面から見ると,35,338人の中に,中学校学歴を持
つものは27,539人であり,技術労働者総数の77.9%を占
めている｡小学校およびそれ以下の教育しかを受けてい
図6 上海市房地産管理局の人員構成
(5)
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ないものは4,835人であり,技術労働者総数の13.7%であ
る｡
5∴考察
以上上海房地産管理局の事例を交えて中国の住宅管理
専門職の養成機構を在学教育と在廟薮青に分けて途べて
きた｡概括すると,中国の住宅管理専門職の養成機構に
は次のような特徴がある｡
a.中国の住宅管理専門職の養成機構において房地産管
理中等専門学校は中心的な役割を果たしている｡それを
母体に房地産技術工業学校,上海市房地産管理局職工中
等専門学校,教育培訓センター,技術労働者検定所,各
種の訓練班等があり,中国特有の住宅管理専門職の養成
システムをなしている｡
b.在学生の育成と在職者の養成を並行して行うことによ
って異なるレベルの専門職をより多く養成することが可
能となっている｡ I
c.合併後の専門学校は専門教育,3年制大学教育,4
年制大学教育,修士教育の四つの課程を持ち,組織とし
て次第に肥大化してきている｡･
Ⅳ.専門職養嘩カリキュラム
房地産中等管理学校には,房地産嘩済 ･管理専門と修
繕建築専門という二つのコースが設置されている｡前者
は房地産分野において専門管理職の養成を目的としてい
るが,後者は修繕建襲技術者の養成を目的としている｡
その養成カリキュラムがどのように設定されているかに
ついて上海市房地産管理中等専門学校の事例を検討して
みる｡
1.房地産経済 ･管理専門の申リキュラム
a.科目の設置
科目は一般教育科目 (8科目),専門基礎科目 (11科
目),専門科目 (10科目),選択科目 (3科目),実習 (4
科目)などによって構成されている｡一般教育科目の内
容は高等中学の内容とほぼ同じである｡専門基礎科目は
｢製図･房屋構造｣,｢建築力学･構造｣,｢建築材料｣,｢コ
ンピューター言語｣,｢現代管理概論｣,｢政治経済学｣,｢会
計原理｣,｢統計原理｣,｢房地産測量 ･製図｣,｢房地産応
用文｣の11科目が設けられている｡専門基礎科目の教育
は学生に建築 ･建築材料及び房地産の経営管理に必要な
基本的な技能と二基礎知識をマスターさせることを目的と
している｡専門科目は ｢房地産行政管理｣,｢房地産企業
経営管理｣,｢房地産財務管理｣等の10科目があり,房地
産の経営管理及びそれに関連する専門理論をマスターさ
せる｡選択科目は｢上海市建物歴史｣,｢公共関係学｣,｢土
地管理概論｣,｢経済合同法｣等5科目があり,関連知識
(6)
を習得させる｡理論教育の他に,実習もカリキュラムに
おいてかなりの割合を占めている｡理論と実習の割合は
義-4のとおり,前者は660/.,.後者は12.3%である6課
程設計 ･演習の時間数は表-5に示すとおりである｡
b.教育時間数については一般教育が1,484時間 (43.6
0/.),専門基礎教育が1067時間･(32%),専門教育が809時
間(24.4%)L.,.合わせて3360時間であ考.その他に,課程
設計 ･演習及び実験などが各学期に設置されており,そ
れらを合わせて190時間となっている｡
C.実習
実習は,認識実習,生産実習,管理実習,卒業実習,
卒業論文の5段階に分けて行われる｡その週間数は併せ
て表-4に示すように,26週ある｡
2.修繕建築専門
a.科目の設置
科目は一般教育科目 (7科目),専門基嘩科目 (8科
目),_専門科目 (9科目),選択科目 (5科目),実習 (3
科目)などによって構成されてPる(秦-3参照)｡一般
教育科目は前述したものと同じである.i.専門基礎科目は
｢建築製図｣,｢建築力学｣,｢建筆材料｣,｢建築測量｣,｢建
築機械｣,｢コンピューター言語｣,｢科学 ･技術の応用
文｣,｢房地産企業経営管理｣.等の8二科目があり一,主に建
築 ･建築材料及び簡単な基礎理論を学生にマスターさせ
る｡専門科目は ｢房屋構造｣,｢建築設計｣,｢房屋修繕施
工計画｣,L｢房屋設備修嘩 ｣.i ｢房屋修繕積算｣等9科目が
設けられ,学生により高度の建築 ･修繕;修繕積算等の
専門技能及び専門知識を習得させる｡経営管理コースと
同じように,実習の時間数もかなり取り入れられ,それ
らを合わせて20週間ある｡理論教育と実習の割合は表-
4に示したように,前者昼71%,後者は11%である｡ま
た,選択科目.は経嘗管理コースと同じ5科目である.
b.教育時間数は一般教育が1,710時間 (51%)･,専門基
礎教育が756時間 (23%),専門教育が875時間 (26%),
合わせて3341時間である.｡その他に課程設計及び演習が
設けられ,その時間数は併せて95時間である (秦-5参
照)0
C.実習
実習は,労働見習,技能実習,卒業実習,卒業設計な
どがあり,実習時間は20週ある｡
上述のカリキュラムには出ていないが,ヒヤリングで
は管理問題の複雑化に対応できる専門職を養成するため
に,房地産経済 ･管理コースに修繕管理,房地産市場,
房地産金融,修繕建築のコースに管理概論を取り入れら
れている｡
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秦-2 房地産経済 ･管理コースのカリキュラム
学年 1年次 2年次 3年次 4年次
学期 1 2 3 4 5 6 7 8
一般教育科目 時間数
1哲学 148 ○ ○
2政治基礎理論 74 ○ ○
3道徳 30 ○
4国語 259○ ○ ○ ○
5数学 296○ ○ ○ ○
6物理学 129○ ○
7外国語 296○ ○ ○ ○
8保健体育学 252○ ○ ○ ○ ○ ○
専門基礎科目
9製図 .房屋構造 142 ○ ○
10建築力学 .構造 162 ○ ○
ll建築材料 54○
12コンピューター言語 87 ○ ○
13現代管理概論 57 ○
14政治経済学 184○ ○
15房地産経済学 114 ○
16会計原理 108 ○
17統計原理 72 ○
18房地産測量 .製図 36 ○
19房地産応用文 51 ○
専門科目
20房地産行政管理 72 ○
21房地産企業経営管理 148 ○ ○
22房地産財務管理 76 ○
23房屋修繕管理 106 ○ ○
24都市土地管理 75 ○
25房地産総合開発 72 ○
26房地産会計 60 ○
27房地産統計 76 ○
28房地産見積 もり 72 ○
29房地産法律 52 ○
選択科目
30上海市建物歴史 36 ○
31房屋測量 .製図 36 ○
32公共関係学 36 ○
33土地管理概論 36 ○
(7)
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秦-3 修繕建築コースのカリキュラム
学年 1年次 2年次 3年次 4年哀
一般教育科目 時間数
2国語 252 ○ ○ ○ ○
3外国語 288 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4保健体育 252 ○ ○ ○ ○
5数学 360 ○ ○ ○ ○
6物理学 180 ○ ○
7化学 126 ○ ･○
専門基礎科目
8建築製図 144 ○ ○
9建築力学 234 ○ ○ ○
10建築材料 72 ○
ll建築測量 54 ○ ○
12建築機械 54
13コンピューター言語 90 ○
14科学 .技術の応用文 36 ○
15房地産企業経営管理 72 ○
専門科目
16房屋構造 64 ■○
17建築設計 29 ○
18鉄筋コンクリート.レンガ造 250 ○ ○J J
19地盤および基礎 54 ○
20房屋修繕施工計画 132 ○ ○
21房屋修繕施工計画 70 ○
22房屋修繕積算 54 ○
23房屋修繕技術 114 ○ ○
24房屋設備修繕 108 ○ ○
選択科目
25上海市建物歴史 36 ○
26房屋測量 .製図 36 ○_ 『ll
27公共関係学 36 ○
28土地管理概論 36 ○ ■■一
(8)
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義-4 理論教育と実習の割合 (過間数)
学年 1年次 2年次 3年次 4年次 合計
学期 1 2■ 3 4 5 6 7 8
1.経済 .管理コース
理論教育 授業 18 18 18 18 1_8 1.8 18 71%
試験 2 2 2 2 2 2 2
実習 労働見習 1 11%
工芸操作 1
卒業実習 10
卒業設計 10
その他 入学教育 1 1%7
卒業教育 1
冬.夏休み 4 ･=6 4 6 4 6 4
2.修繕選集コース
理論教育 授業 18 19 19 18 18 19 15 66%
試験 1 1 1 1 1 1 1
実習 認識実習 1 12.3%
生産実習 1
管理実習 4
卒業実習 16
卒業論文 4
その他 入学教育 1 5%卒業 1
3.考察
上述の二つのコースのカリキュラムには次のような特
徴がある｡
a.両コースとも実習の週間数が多く取り入れられ,哩
論を実践と結びつくことが重要視されている｡
b.哲学,政治基礎理論,道徳の授業時間数が併せて252
時間もあり,思想的な教育がかなり重視されている｡
C.実際の需要に応じて科目を増減できる融通性をもっ
ている｡
Ⅴ.卒業生の進路
原則的には上海市房地産管理学校の卒業生が房地産管
理局内部系統に配属される｡1978年から1993年の間に上
海市房地産管理学校に養成された学生の人数は2,384名あ
(9)
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り,その殆どが房地産管理局内部系統に配属されていた｡
一般的に経営管理専門コースの卒業生は,管理業務の管
理員,会計員等として房地産管理公司,現場事務所等に
配属され,修繕建築専門コースの卒業生は,修繕建築部
門の現場技術者,施工管理員として配属されていた｡し
かし,近年になって,房地産経済発展に従って,様々な
房地産開発 ･管理会社の登場により,房地産管理の専門
職への需要が増えたため,卒業生が上海市房地産管理局
系統以外の房地産開発,経営管理等の関連企業にも就職
できるようになっている｡
Ⅵ.住宅管理の専門職の資格制度
中国の房地産管理において,房屋管理人を対象に ｢房
屋管理員職域合格証書｣という資格がある｡この資格を
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秦-5 課程設計･演習の時間数･
経済 .管理コース
課程名称 内 容 時間数 学期
1物理 力学､電学の実験 12 1､2
2コンピュータ.一言語 設定演習 18 4
3建築製図 .房屋構造 製図演習 48 1､2
4房地産測絵 実地の地形図の測絵 16 3
5房屋修繕管理 実地の房屋損害の測定 30 6
6房地産会計 財務課程の設計 12 5
7国語 房地産応用文の総合演習 24 7
8房地産法律知識 実例の分析 30 7
修繕建築コース
1房屋構造 民用建築構造の課程設計 8 4
2建築設計 住宅建築の課程設計 15 5
公共建築の課程設計 10 5
3房屋修繕施工技術 コンクリート工程の施工書 12 6
4房屋修繕技術 民用建築構造の加固 12 7
5房屋修繕施工計画 単位工程の施工計画設計 20 7
獲得するには,まず国によ･'?て規定されている ｢房屋管
理員職域規範｣ (以下は ｢規範｣と呼ぶ)の要求に達しな
ければならない｡しかし,実際に使われている ｢規範｣
は,各省,直轄市,自治区が国の ｢規範｣に基ついて地
方の実情と結びついて編成したものである｡資格審査に
対しても同じようを羊,各章,革轄市,自治区の房屋管理
に関する業務主管部門が ｢房屋管理員職域合格証書｣の
資格審査を行う｡
1.資格の授与対象
｢房屋管理員職域合格証書｣ (以下は ｢証書｣と呼ぶ)
という資格は主に2種類の房屋管理担当者を対象としてい
る｡一つは房地産管理専門学校の卒業生でかつ住宅など
の管理業務の担当者である｡もう一つは住宅などの管理
を担当している在職者である｡前者の場合,学校を卒業
してから房地産管理事務所で一年間の見習期間を終え,
実務審査に合格すれば,｢証書｣の資格が取れる｡･後者の
場合,在職房屋管理員が試験と実務審査に合格すれば,
｢証書｣資格が取れる｡現在,上海市ではおよそ3,000人
の房屋管理員が ｢房屋管理員職域合格証書｣の資格をも
っている｡
2.資格審査の方式
資格審査は試験と審査の二つの方法で行われる｡
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試験項目は併せて8項目があって建設部によって定め
られる｡房地産管理専門学校の卒業生 (管理専門)はこ
の試験が免除されるが,在職房屋管理担当者はその試験
を受けなければならない｡この試験に通るために各地で
訓練班が設置され,在職房屋管理担当者は500時間の専門
教育を受けた後,上記の試験を受けることができる｡在
職房屋管理担当者にとって,｢房屋管理員職域合格証書｣
の資格を取るためにはこの試験に合格しなければならな
い｡
審査は房屋管理担当者の職業道徳,能力,業績の3項
目を審査内容として評価する｡その内,房屋管理担当者
の職業道徳は房屋管理担当者が管理している住宅の居住
者の評価により判断される｡能力,業績については房屋
管理員の所在管理部門の指導者に,よって評価される.戻
地産管理専門学校の卒業生と在職房屋管理担当者は両者
ともこの審査を受けなければならない｡
上述の試験と審査をパスして資格を獲得した房屋管理
者は正式な房屋管理員となり,不動産登録管理,家賃管
哩,産業管理,修繕管理,使用管理などの業務に従事す
ることができる｡但し現在資格を持っている管理員が不
足しているため,上述の業務は資格を持っていない房屋
管理担当者も実際に担当している｡つまり,現在のとこ
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ろでは,｢証書｣資格をとっていない人は管理に携わらな
いという型にはなっていない｡
3.考察
中国の住宅管理専門職の資格制度の特徴は資格の授与
際に単に試験の成績により判断されるだけでなく,職業
道徳,実務業績が審査の基準にされることである｡これ
は理論と実践を結びつけるという教育原則の延長だと考
えられ,非常に優れた資格審査の方式であると言えよう｡
特に管理担当者の職業道徳の審査を居住者に評価させる
ことは居住者が管理担当者の監視役として,専門職の養
成システムに取 り入れられている点に非常に意義がある｡
Ⅶ.まとめ
以上,房地産管理専門学校を中心事例に,中国教育制
度における住宅管理の専門職の養成機構の位置づけ,.管
理専門職の養成機構の構成,養成カリヰ ユラム,資格制
度などを検討してきた｡都市住宅管理専門職の養成制度
については,まず住宅管理の分野から見ると,.建築業と
かなり深いかかわりをもち.独自の性格を持つ房産管理局
として,一つのシステムを構成している.そして,公的
所有者としての立場から,管理を進める上で ｢収益性｣
を求めるというよりもむしろ｢社会福祉性｣や,｢公共性｣
の維持が重要となっている｡そのため,その養成制度も
職前教育と職後部(.#を結びつけ,･しかも,住宅管理の基
層管理者に対して,管理員資格制度を設け,管理サービ
スの改善に努めている｡概して,全体的な教育水準は中
国教育システムにおいて中等教育の水準に達しているが,
しかしながら,住宅管理の複雑化に従って管理人材の養
成には高等教育が浸透しつつある｡
中国の住宅管理専門職の養成システムには次のような
いくつかの特徴と問題点がある｡
1.特徴
a.中国の住宅管理専門職の養成システムは正式な専門
管理学校等と訓練班等の臨時教育機構より構成されるが,
房地産管理専門学校を母体に養成班等各種の専門職の養
成機構が設置され,中国特有の住宅管理専門職の養成シ
ステムをなしている｡
b.住宅管理専門職の養成は専門管理学校により"新規〟
専門職が供給されるのみではなく,各種の訓練班等の臨
時教育機構を通じて "ストック〟職員の再養成もかなり
重視されている｡即ち在学生の教育と在職者の訓練が並
行して行われ,必要に応じて異なるレベルの専門職を養
成する｡特に "ス トック〟職工の素質を向上させるのに
臨時教育機構が大きな役割を発揮していることが評価で
きる｡
(ll)
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C.在職者はもちろんi在学者の教育にも理論を実務と
結びつけることが教育の原則とされているのは養成カリ
キュラムの特徴である｡
d.資格の取得にあたって,試験と仕事を見るだけでな
く,居住者の評価も審査の基準にしている点は非常に優
れたことである｡
2.問題点
a.各種の訓練班など臨時養成機構の目的は理論と実務
のレベルを向上させることであるべきだが,実際に資格
の取得や進級等を目的とすることが多 く聞かれた｡名目
上の訓練になるケースがあることは問題の一つである｡
b.管理員資格の取得には居住者の評価や指導者の評価
が取 り入れられることは前述のように意義のあることだ
が,実際にどういうプロセスで居住者の評価を得るのか,
また指導者の評価には主観的な要素が入って評価の結果
がかなり異なってくることがあり,∴実行上の問題点とな
る｡
C.現在の ｢上海市房地産管理幹部学校｣は教師の教育
レベル,.教育施設等の諸条件を考慮に入れず,無理に規
模の大きさ,高級人材の養成を追求しているが,これら
はこれまでの中等専門学校の特徴を無 くし,教育上の混
乱を招きかねないおそれがある｡
3.中国における住宅管理専門職の華成システムの行方
a.これまで述べたことからにも,中国では,住宅管理
専門職の養成システムがすでに形成されており,都市住
宅管理に欠かせない重要な役割を果たしている｡しかし
一方,激しい経済発展 とともに,住宅制度,住宅管理体
制の改革が住宅所有形態,管理形態の変化をもたらし,
管理問題が複雑化している｡それに対応するため,今後
の管理専門職の養成システムは房産管理局による技術労
働者や中 ･下級管理人材の養成から高等教育部門による
高級人材を育成するまで幅広 くなるように変わっていく
であろう｡
b.これまでの｢公共性｣,福祉的な行政事業補助型吋 の
管理方式から,経営自助型に変わりつつある中,管理専
門職の養成方針を転換せざるをえない｡福祉サービスと
いう ｢公共性｣に ｢収益性｣など経済的な要素が加わり,
サービス精神を持ち,経営ノウハウをもつ専門職の養成
が新たな養成方針となるだろう｡
注 釈
*1)不動産こと｡
*2)職員の理論や実務のレベルを向上させるために臨
時に開設した教育機構｡
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*3)行政事業補助型とは住宅管理にかかる費用が家賃
だけで賄えないので,足りない部分はすべて中央政府 ･
地方政府や国営企業の補助に頼ることをいう｡経営自助
型とは住宅管理を商業経営と同じような視点でとちえ,
許可される範囲で住宅管理に関連のある多種項目の経営
による収益で管理費の不足分を賄うことである｡
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Summary
Thepresentstudyintendstotaketherealestateadministrativecolegeasacentralinstancetoanalyzethe
trainingmechanismofatechnicaloccupationforresidentialadministrationbasedontheeducationalsystemin
China.Italsotriestoelucidatethestructureoftrainingmechanismfortechnicaladministrativeemployment,
trainingcurricula,thequalifyingsystemsandthecontroversialproblems.Furthemore,inwhatwaythespecial
●
trainingoftechnicalstaffcouldbecorrespondingtonewhouslngCircumstancesandadministrativesystemshas
beeninvestigatedduetothediversityofresidentialpossessiveforms.Characteristicsofthetrainingsystemfor
technicalhousingadministrativeoccupationinChinaarearrangedasfolowing:
1.TakingtherealestateadministrativecolegeasaprlnCipalaxistoaccomplishaspecialtrainingnetworkof
●
atechnicalhousingadministrativeoccupationwhichconsistsoftrainingclasses,staffcolegesandsoon.1
2.Performingthetrainingeducationforcolegestudentsandstavesincorporatetosetupthetechnical
occupationondifferentlevel.
3.Combiningtheorywithpracticeisthecharacteristicoftrainingcurricula.
(12)
